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５０
年
前
は
３
人
に
１
人
が
子
ど
も

５０
年
で
１５
年
も
延
び
た
平
均
寿
命

三
豊
市
の
現
状

　
こ
れ
ま
で
、
職
員
数
、
財
政
、
公
共
施
設
数
と
市
役
所
運
営
に
関
す
る
現
状
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
三
豊
市
の

人
口
構
成
の
現
実
を
ご
報
告
し
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、
三
豊
市
だ
け
で
な
く
日
本
の
国
全
体
も
同
じ
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
現
代
社
会
は
、
経
済
も
国
際
情
勢
も
情
報
伝
達
手
段
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
私
た
ち
の
住
む
社
会
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
は
人
口
構
成
の
変
化
で
す
。

三豊市の行財政改革

三

豊

市

長

　

横

　

山

　

忠

　

始

S３０
０

２０,０００

４０,０００

６０,０００

８０,０００

１００,０００

S３５ S４０S４５S５０S５５S６０S６３ H２ H７ H１２H１７

９０,８８５人

７１,１８０人

総人口

年少人口

７５歳以上

老年人口

８５歳以上

平均寿命

　１位　アイスランド

　２位　日本

　３位　スウェーデン

　１位　日本

　２位　スペイン

　３位　フランス　　

　　　　スイス

７８．８歳

７８．６歳

７８．１歳

８５．６歳

８３．６歳

　　

８３．０歳

出典：厚生労働省HP　平成１６年簡易生命表より

男性

女性

三豊市人口構成（人）

（年）

　
今
か
ら
約
５０
年
前
、
昭
和
３０
年
の
三
豊

市
（
旧
７
町
の
合
計
）
の
人
口
構
成
か
ら

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
３０
年
と
い
う
と
、
太
平
洋
戦
争
が

終
わ
り
、
１０
年
が
経
っ
た
こ
ろ
で
、
三
豊

市
で
は
、
財
田
町
と
仁
尾
町
を
除
く
５
つ

の
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
町
や
村
が
合

併
し
て
新
し
い
町
が
誕
生
し
た
時
で
す
。

　
人
口
約
９
万
人
に
対
し
、
中
学
生
以
下

の
年
少
人
口
（
１５
歳
未
満
）
は
約
３
万
人

も
い
ま
し
た
。
人
口
比
率
に
し
て
３３
％
。

つ
ま
り
、
そ
の
頃
の
三
豊
市
で
は
、
３
人

に
１
人
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
だ

っ
た
の
で
す
。
ま
ち
は
子
ど
も
た
ち
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
昭
和
４５
年
頃
ま
で
急
速
に
減
少

し
、
い
ま
だ
に
底
打
ち
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
世
に
言
う
「
少
子
化
現
象
」
で

す
。
平
成
１７
年
の
最
新
デ
ー
タ
で
は
、
年

少
人
口
は
８,
９
２
０
人
、率
に
し
て
１２
・
５

％
で
す
。
８
人
に
１
人
し
か
子
ど
も
が
い

な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　「
３
人
に
１
人
」
が
、
５０
年
を
経
過
し

て
「
８
人
に
１
人
」
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
か
、
そ
し

て
そ
れ
が
現
在
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
、

左
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
に
な
る
と
分
か
る
と

思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
統
計
上
の
６５
歳
以
上
を
老
年

人
口
と
い
い
ま
す
。
今
の
６５
歳
の
人
を
見

て
い
る
と
、
と
て
も
老
年
な
ど
と
は
思
え

な
い
若
さ
な
の
で
す
が
、
昭
和
３０
年
ご
ろ

は
、
そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
の
昭
和
３０
年
に
老
年
人
口
は
７,
３

８
８
人
、
率
に
し
て
８
・
１
％
で
す
。
つ

ま
り
、
そ
の
頃
の
三
豊
市
で
は
６５
歳
以
上

は
１２
人
に
１
人
、
他
の
世
代
に
比
べ
人
口

の
少
な
い
世
代
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
高
度
成
長
は
国
民

の
医
療
環
境
や
栄
養
環
境
を
飛
躍
的
に
向

上
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
平

均
寿
命
は
、
男
性
は
７８
・
６
歳
で
世
界
第

２
位
、
な
ん
と
女
性
は
８５
・
６
歳
で
他
国

を
ぶ
っ
ち
ぎ
っ
て
堂
々
の
世
界
一
と
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
３０
年
の
平
均
寿
命
は
６６
歳
で
す
か

ら
、
５０
年
で
約
１５
年
も
私
た
ち
の
人
生
は

長
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
も
う
一
度
、
次
の
グ
ラ
フ
で
三
豊
市
の

人
口
構
成
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
昭
和

６３
年
に
時
代
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
年
に
年
少
人
口
と
老

年
人
口
が
ほ
ぼ
同
数
に
な
り
、
逆
転
し
た

の
で
す
。

　
平
成
１７
年
の
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
老
年

人
口
は
２
０,
０
０
６
人
で
、
率
に
し
て

２８
・
１
％
、
４
人
に
１
人
以
上
が
６５
歳
以

上
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
も
増
え

少
子
高
齢
時
代
へ
の
突
入

人 口
構 成
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考
え
よ
う

　
そ
し
て
、
立
ち
上
が
ろ
う
！

三豊市の行財政改革

３２４人（０.４％）

３０,０００

２０,０００

１０,０００

０
S３０S３５S４０S４５S５０S５５S６０ H２ H７H１２ H１７

年少人口

老年人口

三豊市人口構成（詳細）

（年）

（人）

▲子育てボランティア養成研修で、ばんそうこうの
　はり方を真剣な眼差しで見つめる受講生の皆さん

▲昨年12月に結成された、子どもたちを守る
　「辻地区ウォーキングパトロール隊」

続
け
て
お
り
、
私
た
ち
団
塊
の
世
代
が

７０
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
３
人
に
１
人

が
６５
歳
以
上
に
な
り
ま
す
。
な
ん
と
、

昭
和
３０
年
の
年
少
人
口
と
老
年
人
口
が

正
反
対
に
逆
転
す
る
の
で
す
。

　
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
な
く
、
い
ま

私
た
ち
は
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
逆

転
し
、
そ
の
差
が
広
が
り
続
け
る
と
い

う
日
本
史
上
初
め
て
の
時
代
を
生
き
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
代
は
、
日
本
史

上
い
つ
の
時
代
を
探
し
て
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
昭
和
６３
年
以
前
の
考

え
方
を
常
識
と
し
て
い
た
の
で
は
、
も

は
や
社
会
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
三
豊
市
で
は
平
成
１５
年
に
、

後
期
高
齢
者
と
い
わ
れ
る
７５
歳
以
上
の

人
口
が
、
年
少
人
口
を
上
回
り
、
今
日

も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

で
は
１
０,
５
９
１
人
、
率
に
し
て
１４
・

９
％
、
７
人
に
１
人
が
７５
歳
以
上
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
超
少
子
高
齢
社
会
で

す
。

　
香
川
県
全
体
で
は
三
豊
市
よ
り
約
７
年

遅
れ
て
同
じ
こ
と
が
起
き
、
国
は
１２
〜
１３

年
遅
れ
て
同
じ
状
況
を
迎
え
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
県
よ
り
７
年
、
国
よ
り

も
１２
〜
１３
年
早
く
、
超
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
三
豊
市
を
決
め
る

も
の
、
そ
れ
は
６５
歳
か
ら
後
期
高
齢
者
と

い
わ
れ
る
７５
歳
ま
で
の
人
た
ち
の
動
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　
三
豊
市
で
は
、
こ
の
人
た
ち
を
高
齢
者

と
は
呼
び
ま
せ
ん
。「
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ

ー
」
と
称
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
知
識
も

経
験
も
豊
富
で
体
力
も
あ
る
ヤ
ン
グ
シ
ル

バ
ー
の
動
き
ひ
と
つ
で
、
三
豊
市
が
素
晴

ら
し
い
ま
ち
に
な
る
か
、
曇
り
気
味
の
ま

ち
に
な
る
か
が
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
ヤ
ン

グ
シ
ル
バ
ー
層
が
、「
市
が
、
み
ん
な
が
、

自
分
に
何
を
し
て
く
れ
る
ん
や
」
と
求
め

る
の
で
は
な
く
、「
市
の
た
め
に
、
み
ん
な

の
た
め
に
、
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
」

と
問
い
か
け
る
こ
と
、
こ
の
発
想
の
転
換

ひ
と
つ
で
、
三
豊
市
は
輝
い
て
き
ま
す
。

　
社
会
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
や
り
た
い
分
野
で

社
会
に
貢
献
す
る
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
が
増

え
れ
ば
、
三
豊
市
の
福
祉
も
財
政
内
容
も

飛
躍
的
に
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
が
動
く

と
、
そ
の
先
輩
の
シ
ル
バ
ー
も
動
き
ま

す
。

　
超
少
子
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
て
い
る

三
豊
市
は
、
こ
の
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
層
が

立
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
度
人
口
構
成
（
詳
細
）
の
グ
ラ
フ

を
見
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
現
実
の
中
で

考
え
ま
し
ょ
う
！

　
昭
和
３０
年
の
平
均
寿
命
６６
歳
か
ら
、
今

や
人
生
８０
年
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

６５
歳
ま
で
は
、
子
ど
も
や
家
族
の
た
め
に

が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー

に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と

や
、
や
り
た
い
こ
と
、
好
き
な
こ
と
で
、

楽
し
み
な
が
ら
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
最

高
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
が
輝
く
三
豊
市
こ

そ
、
力
強
く
、
優
し
く
、
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
る
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
が
超
少
子
高
齢
社
会
を
生

き
ぬ
く
カ
ギ
な
の
で
す
。

　
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
の
山
が
動
く
か
ど
う

か
・
・
・
三
豊
市
発
展
の
大
き
な
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
さ
あ
、
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ヤ
ン
グ
シ

ル
バ
ー
予
備
軍
の
皆
さ
ん
、
市
の
た
め
、

み
ん
な
の
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
問
い
か
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
！

超
少
子
高
齢
社
会
の
到
来

三
豊
市
の
未
来
を
決
め
る

　
　
　
　
　
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
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平成１８年度　三豊市自治会長会　開催!!

第１回 三豊支部身体障害者
スポーツ大会開催

　１１月７日、高瀬町総合体育館で、三豊市となって初めての身体障害者

スポーツ大会が開催されました。この大会は、スポーツを通じて障害を

克服し、明るく勇気を持ってたくましく生きるちからを育てるとともに、

障害や障害者に対する理解を深めることを目的として、香川県身体障害

者協会三豊支部の主催で行われました。

　約１７０人の参加があり、フライングディスク競技や輪投げ競技、玉入

れ競争などが行われました。参加者の皆さんは熱心に競技に取り組み、

交流を深めました。

きんまんてい きんまんてい けいこでべそ

　１０月２９日、マリンウェーブで

三豊市合併後初めてとなる市全体

での自治会長会を開催しました。

　市内自治会数は１０月1日現在で

５４３。当日は、３５４名の自治会長

さんにご出席いただき、総合司会

には植松おさみ氏（香川県情報発

信アドバイザー）を迎えて自治会

長会の幕が開きました。

　はじめに、三豊市自治会連合会

の成行明節会長より「これからは

各町が連帯感を持ち、おのおので

行っている行事も、全て三豊市の

行事であると認識して頂くことが

大切です。本日、市長から三豊市

の進むべき方向についても抱負が語られますが、一致協力して、三豊市の発展のためにご尽力くださいますよう、お願

い申しあげます。」と挨拶がありました。

　その後、市長が『三豊市の現状と進む方向』をテーマに、本年の歳入歳出予算の状況、施設の数、職員数の状況等に

ついてスライドを交えて説明を行い、今後迫る少子高齢化に向けて、「三豊市では６５～７５歳の人をヤングシルバーと

呼びます。このヤングシルバーの皆さんが、市にサービスを求

めるのではなく、自ら何ができるかを問いかけていただくこと

が、今後の三豊市の発展を方向づける重要な要因となります。」

と出席者の皆さんに訴えかけました。

　また、『三豊市ぶらり旅』と題して、植松氏の語りにより各町

の主要なイベントや施設をスライドで紹介し、あらためてふる

さとの素晴らしさを感じることができました。

　記念講演会では、『ボランティア活動としての落語』を題目に、

金万亭出臍師匠・金万亭お稽古さんによる「夫婦寄席」も行わ

れました。
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三豊市

消防団高瀬方面隊が
　　　秋季訓練を実施

三
豊
市
消
防
団
が
防
火
パ
レ
ー
ド

戦没者追悼式

宝くじの助成で祭用具を整備

　１１月１６日、マリンウェーブで三豊市とし

て初めての戦没者追悼式が開催されました。

式典には戦没者の遺族・来賓など約２５０人が

参列して、戦没者の霊に黙とうをささげ、菊

を献花しました。

　参列者の皆さんは、過去の大戦において尊

い命を失った方々をしのび、謹んでめい福を

祈るとともに、平和への決意を新たにしてい

ました。

　１１月５日、三豊市消防団高瀬方面隊１３０人と三

観広域北消防署職員１０人が参加し、上高瀬小学校運

動場周辺で震災訓練を行いました。

　高瀬支所より、災害が発生し緊急出動要請の連絡

があったとの想定で、放水訓練と人命救助、および

土のう積みを実施しました。

　団員の皆さんは、本番さながらの緊張感の中、き

びきびとした姿勢で訓練に取り組みました。

　（財）自治総合センターは、地域住民の親睦

と融和を図り、地域が発展することを目的と

してコミュニティ活動に助成を行っています。

　今回は、山本町の下河内自治会がちょうさ

の幕４枚、山才自治会が太鼓３台と獅子頭を

整備しました。新調された用具はこの秋祭り

でお披露目され、祭りに花を添えました。

　火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、

１１月９日から１５日に実施された秋季全国火

災予防運動にあわせ、三豊市消防団が１１月１２

日に市内全域で防火パレードを行いました。

　豊中町の旧寿工芸跡駐車場に集まった関係者

約１００人（三豊市消防団員、三観広域北消防

署職員、山本町長野婦人防火クラブ員）、車両

３１台は、出発式を行った後、各方面隊に別れ

管轄区域を巡回して、市民に火災予防を呼びか

けました。

▲下河内自治会 ▲山才自治会

消さないで　あなたの心の　注意の火
（平成１８年度全国統一防火標語）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

文
化
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
…
三
豊
市
か
ら
日
本
一
も
飛
び
出
す
な
ど
、
今
年
の
秋
、
ス
ポ

ー
ツ
や
芸
術
等
の
各
分
野
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
豊
市
を
元
気
に
す
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

【
地
方
自
治
功
労
】
山
地
　
宏
（
仁
尾
町
）

瑞
宝
小
綬
章

【
運
輸
行
政
事
務
功
労
】
大
西
　
清
數
（
豊
中
町
）

旭
日
双
光
章

【
地
方
自
治
功
労
】
楠
本
　
久
雄
（
仁
尾
町
）

【
建
設
業
振
興
功
労
】
菅
　
善
明
（
仁
尾
町
）

瑞
宝
双
光
章

【
更
生
保
護
功
労
】
田
渕
　
哲
夫
（
仁
尾
町
）

瑞
宝
単
光
章

【
消
防
功
労
】
豊
嶋
　
一
（
高
瀬
町
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

【
警
察
功
労
】
松
本
　
和
夫
（
詫
間
町
）

秋
の
褒
章

藍
綬
褒
章

【
矯
正
教
育
功
績
】
横
田
　
智
研
（
三
野
町
）

　
11
月
３
日
、
秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
秋

の
褒
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
三
豊
市
か
ら
は
次
の
皆

さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
で
大
活
躍

尺
八
全
国
大
会
で
日
本
一

英
語
ス
ピ
ー
チ
で
全
国
大
会
へ

カ
ヌ
ー

　
カ
ヤ
ッ
ク
４
　
５
０
０
ｍ
　
優
勝
　

　
カ
ヤ
ッ
ク
４
　
２
０
０
ｍ
　
優
勝

　
〈〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉〉

　
　
浜
田
　
彩
加
（
３
年
）
・
小
塚
　
桃
子
（
２
年
）

　
　
芳
地
　
志
穂
（
２
年
）
・
福
本
　
　
穂
（
１
年
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
少
年
男
子
　
第
５
位
　
山
下
 
茂
紀
（
３
年
）

ラ
イ
フ
ル
射
撃

　
１０
m
Ｓ
４０
J
W
　
第
６
位
　
坂
本
　
奈
津
実
（
２
年
）

　
９
月
３０
日
か
ら
兵

庫
県
で
開
催
さ
れ
た

『
第
６１
回
国
民
体
育

大
会
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
』
で
活
躍
し
た

高
瀬
高
校
の
生
徒
が

１０
月
２４
日
、
財
田
支

所
を
訪
問
し
、
市
長

と
教
育
長
に
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▲
前
列
は
カ
ヌ
ー
、
後
列
は

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
イ
フ

　

ル
射
撃
の
皆
さ
ん

　
１０
月
１
日
、
京
都
市
で
『
第
３２
回
都
山
流
尺
八
本
曲
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
財
田
町
の
杉
山
久

夫
さ
ん
が
最
優
秀
の
金
賞
と
、
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を

受
賞
し
、
日
本
一
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
３６
年
も
の
尺
八
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
杉
山
さ
ん
で
す
が
、

「
も
っ
と
練
習
し
て
、
尺
八
の
音
色
で
た
く
さ
ん
の
人
を

感
動
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
１２
日
、
高
松
市
で
『

高
円
宮
杯
第
５８
回
全
日
本
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
』
の
香

川
県
予
選
が
行
わ
れ
、
詫
間

中
学
校
３
年
の
竹
林
玄
太
君

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
竹
林
君
は
「
二
人
の
ユ
ー

ス
ケ
へ
〜
U
D
O
N
〜
」
と

題
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ピ
ー

チ
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
１１
月
２３
日
か
ら
東
京
都
で
行
わ
れ
る
本
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
〕
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の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
で
銅
メ
ダ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
入
賞

▲華麗なマーチングバンドの演技

　
１０
月
１４
日
か
ら
開
催
さ

れ
た
『
第
６
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
じ
ぎ

く
兵
庫
大
会
』
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
（
ア
キ

ュ
ラ
シ
ー
部
門
）
で
高
瀬

町
の
入
江
剋
成
さ
ん
が
、

３
位
に
入
賞
。

　
１０
月
１８
日
、
市
役
所
を
訪
問
し
て
市
長
に
メ
ダ
ル
獲
得

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　
１０
月
１８
日
、
香
川
農
政
事
務
所
で
、
長
年
に
わ
た
り
農

林
水
産
統
計
業
務
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
三
豊
市
の
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　
近
藤
　
政
三
（
山
本
町
）

　
有
地
　
　
洋
（
詫
間
町
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
で
金
メ
ダ
ル

技
能
五
輪
全
国
大
会
で
銀
賞

　
１０
月
２０
日
か
ら
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第
４４
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
』
の
理
容
部
門
で
、
高
瀬
町
内
の
理
容
室
に

勤
務
す
る
田
邊
祠
司
さ
ん
が
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
会
長
表
彰

香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
会
長
表
彰

　
１１
月
８
日
、
香
川
県
庁
で
『
第
４０
回
香
川
県
交
通
安
全

県
民
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議

会
長
（
知
事
）
表
彰
と
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
三
豊
市
か
ら
は
「
詫
間
町
交
通
安
全
母
の
会
」
が
交

通
安
全
功
労
団
体
と
し
て
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

高
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
全
国
大
会
出
場

　
１１
月
７
日
、
高
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
が
市
役
所

を
訪
れ
、
市
長
と
教
育
長
に
全
国
大
会
出
場
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
高
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、『
第
１９
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
』（
１１
/
１９
千
葉
県
）、『
第
３４
回
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
』（
１２
/
１６
埼

玉
県
）
に
四
国
代
表
と
し
て
出
場
が
決
定
し
て
お
り
、１１
月

８
日
に
は
高
瀬
町
の
総
合
体
育
館
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
報
告
を
兼
ね
た
演
奏
会
を
行
い
、
華
麗
な
演
奏
と
演
技

を
披
露
し
ま
し
た
。

優
良
公
民
館
表
彰

　
１０
月
２６
日
、
東
京
都
で
『
第
５９
回
優
良
公
民
館
表
彰
式
』

が
行
わ
れ
、
三
豊
市
詫
間
町
公
民
館
が
文
部
科
学
大
臣
よ

り
「
優
良
公
民
館
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
２７
日
か
ら
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第
３７
回
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競

技
大
会
』
に
高
瀬
中
学
校
３

年
の
大
井
祐
司
君
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
大
井
君
は
走
り
高
跳
び

（
Ａ
男
子
）
で
自
己
記
録
を

更
新
し
て
８
位
に
入
賞
。
１１

月
７
日
、
市
役
所
を
訪
れ
市

長
と
教
育
長
に
入
賞
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
１０
月
２９
日
か
ら
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
た
『
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
静
岡
な
ぎ
な
た
交
流
大

会
』
に
香
川
県
代
表
と
し
て

高
瀬
町
の
香
川
　
子
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
香
川
さ
ん
は
２
人
１
組
で

行
う
演
技
競
技
で
、
み
ご
と

優
勝
。
１１
月
７
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に
笑
顔
で
金

メ
ダ
ル
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
１０
月
３１
日
、
沖
縄
県
宜
野

湾
市
で
『
第
１０
回
地
域
保
健

全
国
大
会
』
が
行
わ
れ
、
三

豊
市
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

豊
中
支
部
長
の
三
野
武
夫
さ

ん
が
、「
全
国
地
区
衛
生
組
織

連
合
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
野
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
地
区
内
の
環
境
美
化
や
、

各
種
検
診
の
地
域
住
民
へ
の
受
診
勧
奨
、
献
血
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
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三豊市（１月～３月）各会計別決算状況
単位：千円

単位：千円

市の借金と財産

会　計　区　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引（A） 繰越財源（Ｂ） 実質収支（A-Ｂ）

公営企業会計

　三豊市の平成１７年度の決算がまとまり、三豊市議会の決算特別委員会において承認さ
れました。
　三豊市の平成１７年度決算については、合併前の旧７町と一部事務組合の１２月末決算と
合併後３カ月間の決算に分かれており、たいへん複雑になっていますが、皆さんに納めて
いただいた大切な税金がどのように使われたのか、そのあらましをお知らせします。

一 般 会 計 �

地域農産物利用促進センター事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

浄化槽整備推進事業特別会計

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計

12,796,177
21,663

2,609,158
95,166

3,014,421
1,802,682

43,416
112,437
154,391

24,275

11,726,400
19,317

2,126,690
74,876

3,169,619
1,507,088

3,379
112,437
154,391

13,836

1,069,777
2,345

482,468
20,290

155,198
295,594

40,036
0
0

10,439

32,436
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1,037,341
2,345

482,468
20,290

155,198
295,594

40,036
0
0

10,439

会　計　区　分

区　　　分

合　　　計

合　　　　　計

構成比（％） 会　計　名　称 現在高（千円）現在高（千円）

総　収　益 総　費　用 純利益

489,887
865,672

2,347,772
853,337

1,952,438
16,918

3,408,647
278,993

5,792,598
971,294
343,315

5,653,168
421,560

8,589,228
30,629,268

303,842
1,395,799
1,160,602
6,790,944
1,635,984

11,287,171

0

7.7
2.8
6.4
0.1

11.1
0.9

18.9
3.2
1.1

18.4
1.4

28.0

350
2

8,983,523.29
377,279.70

9,334,210
112,840

465,878
777,258

24,009
88,414

※歳入歳出差引の相違は、端数整理によるものです。

一般会計

市　の　財　産

平成１７年度末の市債および一時借入金の状況

水 道 事 業 会 計 �

病 院 事 業 会 計 �

車 両

船 舶

土 地

建 物

基 金

有 価 証 券

総 務 債

民 生 債

衛 生 債

労 働 債

農 林 水 産 債

商 工 債

土 木 債

公 営 住 宅 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 債

そ の 他

国民健康保険診療所事業特別会計

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

浄化槽整備推進事業特別会計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

特別会計

台

隻

㎡

㎡

千円

千円

 市債（借入金）は、三豊市が建設事業等を実施するにあ
たっての貴重な財源となっていますが、その借入にあた
っては将来の財政負担とならないよう特段の注意を払う
とともに、経費の節減や事業の見直しを行い、市債の抑
制に努めていきます。

平成１８年９月３０日現在

面　積

世帯数

人　口

人口密度

三豊市のすがた

△ △

（住民基本台帳より）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・

・・・
－

平成　 年度１７ 決 算 報 告
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旧７町と一部事務組合の１２月末での会計別決算状況です。

北三豊環境衛生組合

高瀬地区少年育成センター組合� 

七宝斎苑組合

3,331,504

9,822

490,874

824,830

424,982

9,636

2,873,968

6,875

418,882

780,524

362,792

7,543

457,536

2,947

71,991

44,306

62,189

2,093

457,536

2,947

71,991

44,306

62,189

2,093

0

0

0

0

0

0

4,504,299

40,698

1,102,097

1,596,091

713,376

17,282

130,184

4,519,645

34,058

957,017

1,555,768

689,725

17,202

135,395

15,346�

6,640�

145,080�

40,323�

23,651�

80�

5,211

15,346

6,640

145,080

40,323

23,651

80

5,211

0

0

0

0

0

0

0 ※歳入歳出差引の相違は、端数整理によるものです。

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）
歳入歳出
差引（A）歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計�

特定地域生活排水処理事業特別会計�

3,292,192

640,959

800,628

427,415

16,360

10,613

2,788,337

616,049

774,203

407,218

43,260

9,580

503,855

24,910

26,425

20,197

26,900�

1,033

503,855

24,910

26,425

20,197

26,900�

1,033

0

0

0

0

0

0

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

特定地域生活排水処理事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

4,080,751

783,383

1,157,336

479,326

3,055,084

723,790

1,098,990

469,064

1,025,667

59,593

58,346

10,262

1,025,667

59,593

58,346

10,262

0

0

0

0

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

2,780,589

564,617

762,792

429,695

271,814

22,668

2,321,741

543,327

749,214

361,993

258,071

19,980

458,848

21,290

13,578

67,702

13,743

2,688

458,848

21,290

13,578

67,702

13,743

2,688

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

介護サービス事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

一 般 会 計 �

一 般 会 計 �

一 般 会 計 �

4,880,685

1,102,171

3,945

44,983

1,389,465

41,158

15

683,685

4,358,394

1,070,267

3,584

41,194

1,324,178

41,106

15

679,998

522,291

31,904

361

3,789

65,287

52

0

3,687

522,291

31,904

361

3,789

65,287

52

0

3,687

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

356,297 318,920 37,377 37,3770

11,546 7,470 4,076 4,0760

33,607 25,566 8,041 8,0410

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

志々島診療所事業特別会計�

港湾整備事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

集落排水事業特別会計�

土地取得特別会計�

介護保険事業特別会計�

歳入総額会　計　区　分 歳出総額 繰越財源（B） 実質収支（A-B）

2,681,078

370,473

136,426

117,919

486,897

240,089

70,713

5,744

2,341,842

331,951

112,761

175,535

486,518

239,716

45,885

4,243

339,236

38,522

23,665

57,616�

379�

373�

24,828�

1,501

339,236

38,522

23,665

57,616

379

373

24,828

1,501

0

0

0

0

0

0

0

0

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

国民健康保険直営診療所事業特別会計�

簡易水道事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

介護サービス事業特別会計�

商品券事業特別会計�

一 般 会 計 �

商品券事業特別会計�

国民健康保険事業特別会計�

老人保健事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

簡易水道事業特別会計�

地域農産物利用促進セン
ター事業特別会計

高 瀬 町 山 本 町

三 野 町

詫 間 町

財 田 町

豊 中 町

仁 尾 町

△

△

△

△△

△

△

△

単位：千円単位：千円

単位：千円単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

歳入歳出
差引（A）

9

決 算 報 告

三豊市旧町別（４月～１２月）決算状況



10広報 2006年12月

　平成１８年４月１日から９月３０日までの予算執行状況と皆さんの市税の負担状況をお知らせします。

平成　 年度１８ 財 政 状 況上 半 期 の

予算執行状況

市税負担状況

市税全体では

市民税 固定資産税

●一般会計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

●公営企業会計

《平成18年度の主要事業》

●特別会計

単位：千円

単位：千円

大辻下大野線西光寺橋橋梁架替事業

単位：千円

単位：千円

歳　入　科　目 予算現額 収入済額 収入割合（％） 歳　出　科　目

会　計　名　称

予算現額 支出済額 執行（支出）割合（％）

7,171,699

927,500

28,000

40,000

7,000

627,000

62,000

245,000

202,958

9,805,227

14,000

306,239

556,306

1,437,229

1,619,493

4,042

1,062

567,382

1,037,340

753,159

2,972,400

28,385,036

4,850,898

381,807

15,275

13,178

79

403,127

25,907

67,290

202,958

6,269,006

10,294

115,979

257,612

348,933

169,179

6,564

16,180

0

1,037,341

334,248

0

14,525,855

67.6

41.2

54.6

32.9

1.1

64.3

41.8

27.5

100.0

63.9

73.5

37.9

46.3

24.3

10.4

162.4

1523.5

0.0

100.0

44.4

0.0

51.2

284,093

3,972,772

6,851,067

2,713,423

37,802

1,688,167

245,503

1,838,410

1,116,099

6,153,840

13,749

3,433,981

6,130

30,000

28,385,036

134,269

1,711,793

2,902,571

947,396

35,815

340,931

128,486

368,115

738,623

1,930,534

0

1,127,045

3,066

0

10,368,644

47.3

43.1

42.4

34.9

94.7

20.2

52.3

20.0

66.2

31.4

0.0

32.8

50.0

0.0

36.5

歳　　入

収入済額
予算現額

収入割合（％） 支出済額 執行（支出）割合（％）

歳　　出

会　計　名　称� 収　　益 費　　用

1,016,778�

1,560,584

49,658

8,203,283

191,623

10,267,139

5,256,587

127,106

163,156

405,000

56,613

21,507

3,420,632

74,328

4,462,237

2,184,533

60,167

16,031

47,325

17,059

43.3

41.7

38.8

43.5

41.6

47.3

9.8

11.7

30.1

41.8

33.7

38.9

41.6

37.1

10.1

37.6

25.5

8.1

20,749

2,764,377

74,477

4,270,008

1,950,271

12,822

61,303

103,212

4,607

571,099�

1,492,113

水 道 事 業 会 計 �

病 院 事 業 会 計 �

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

歳 入 合 計

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農 林 水 産 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

災 害 復 旧 費 �

公 債 費 �

諸 支 出 金 �

予 備 費 �

歳 出 合 計 �

地域農産物利用促進セ
ンター事業特別会計

国民健康保険事業特別
会計

国民健康保険診療所事
業特別会計

介護サービス事業特別
会計

浄化槽整備推進事業特
別会計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

集落排水事業特別会計

港湾整備事業特別会計

１人あたり 98,261

１世帯あたり

円

円

円

円

円

円

295,168

１人あたり

市民税

41,012

2,698万8千円

41.6%

71億7,169万9千円

入湯税

0.4%
3億7,926万円
市たばこ税

5.3%
1億7,282万8千円

35億9,929万4千円

29億9,332万9千円29億9,332万9千円

軽自動車税

2.4%

固定資産税

50.0%

１世帯あたり

123,197

１人あたり

49,315
１世帯あたり

148,137

高瀬中学校建設事業

市 税

（平成18年度課税分：現予算額）
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議
会
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り
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議
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り

行
財
政
改
革
調
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特
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会
　

建
設
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任
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

研
修

８
月
１
日
〜
３
日

大
分
県
日
田
市
・
熊
本
県
芦
北
地
域
振
興
局

あ
し
き
た

バ
イ
オ
マ
ス
の
資
源
化　

と

　
　
　
　
　
　
　
　

「
食
育
」
事
業

総
務
常
任
委
員
会
研
修

10
月
３
日
〜
５
日

山
梨
県
笛
吹
市
・
総
務
省

～15 13～

視
察
研
修

視
察
研
修

全
員
協
議
会

　
日
田
市
で
は
、
「
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
セ
ン
タ
ー
」
、
芦
北
地
域
振
興

局
で
は
、「
食
育
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
」
の
現
地
研
修
を
行
っ
た
。

　
日
田
市
は
、
人
口
７
万
４
千
人
、

面
積
６
６
６
㎢
、
８
割
を
林
野
部
が

占
め
、
林
業
と
畜
産
業
が
主
な
産
業

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
や
家
畜
排
泄
物
な
ど
、
質
・
量

と
も
に
豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
利

活
用
を
図
る
た
め
に
、「
日
田
市
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
が
計
画
さ
れ

た
。

　「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
」

は
生
ゴ
ミ
と
豚
糞
尿
・
農
業
集
排
汚

泥
の
資
源
化
施
設
で
、
メ
タ
ン
発
酵

発
電
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
当
施
設
は
、

一
、
地
球
温
暖
化
及
び
化
石
資
源
枯

　
　
渇
問
題

二
、
ゴ
ミ
焼
却
問
題

三
、
畜
産
環
境
問
題

　
こ
の
三
つ
の
問
題
解
決
を
目
的
に

建
設
さ
れ
、
未
だ
有
効
な
処
理
方
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
生
ゴ
ミ
を
メ

タ
ン
ガ
ス
化
し
、
発
電
し
て
資
源
化

し
た
。

　
我
市
に
置
き
替
え
れ
ば
、
可
燃
ゴ

ミ
と
さ
れ
て
い
る
生
ゴ
ミ
が
再
資
源

化
さ
れ
、
三
観
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
量
が
低
減
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ゴ
ミ
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
と
感

じ
た
。

　
も
う
一
方
の
研
修
先
で
あ
る
芦
北

地
域
振
興
局
の
「
子
ど
も
の
食
育
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
も
、
地
域

全
体
の
取
り
組
み
の
重
要
さ
を
学
ば

せ
て
頂
き
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ

た
。

　
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
合
併
先

進
地
で
同
規
模
団
体
に
お
け
る
合
併

後
の
諸
問
題
へ
の
対
応
、
国
の
施
策

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
動
向
、
人
事

評
価
制
度
に
つ
い
て
の
地
方
へ
の
提

言
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
研
修

を
行
っ
た
。

○
職
員
定
数
関
係
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
大
綱
に
お
け
る
「
計

画
的
な
定
員
管
理
」
と
と
も
に
組
織

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
職
員
の
意

識
改
革
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で

あ
り
、
特
に
コ
ス
ト
意
識
の
高
揚
面

に
お
い
て
、
民
間
研
修
（
一
定
期
間

派
遣
）
を
実
施
し
て
い
る
。

○
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

　
施
設
有
効
利
用
の
た
め
の
勉
強
会

を
、
県
の
職
員
と
合
同
で
立
上
げ
る

予
定
。
現
在
、
旧
石
和
町
立
病
院

（
民
間
移
譲
後
移
転
し
た
た
め
、
遊

休
施
設
と
な
っ
て
い
る
）
を
改
修
し
、

本
庁
舎
と
し
て
の
活
用
を
検
討
中
。

○
財
政
健
全
化
、
地
方
交
付
税
の
動
 
 

 
向
に
つ
い
て

　
地
方
単
独
事
業
・
人
件
費
抑
制
と

と
も
に
、
新
型
地
方
交
付
税
制
度
に

つ
い
て
は
、
原
則
、
人
口
・
面
積
を

基
準
に
算
定
。

　
福
祉
・
教
育
関
係
・
離
島
等
の
分

野
に
つ
い
て
は
、
現
行
枠
内
の
予
定

（
算
定
方
法
の
最
終
決
定
は
年
内
）

○
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
は
、
第
１
次
・
２
次

試
行
を
予
定
し
て
い
る
が
、
評
価
制

度
導
入
は
、
比
較
的
地
方
の
方
が
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
一
層
、

能
力
主
義
重
視
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

″

″

″

″

こ

か
つ

い
さ
わ
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三豊市職員の給与等の現状

お知らせします

部門別職員数の状況 

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含んでいます。
（注）旧7町（Ｈ１７．４月～１２月）と三豊市（Ｈ１８．１月～３月）の決算額合計です。

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。
（注）特別行政部門の職員数には教育長を含んでいます。
（注）平成１７年職員数は旧７町の合計人数です。

１

区　分

１７年度
人 ％千円 千円 千円

住民基本台帳人口 歳 出 額（A） 実 質 収 支 17年度の人件費率（B/A）人 件 費（B）

市職員の給与等の現状を市民の皆さんに知っていただくため、その内容をお知らせします。

各年4月1日現在

人件費の状況（一般会計決算）� 3

職員給与費の状況（一般会計当初予算）�  4

一般行政職の級別職員数の状況  ２
平成18年4月1日現在

区　　　分

派遣職員

公営企業
会計部門

特別行政
部　　門

一般行政
部　　門

合　　計

職　員　数（人）

部　　　門

対　前　年
標準的な職務内容� 職員数（人）区分

計

構成比（％）増減数（人）
主 　 　 　 　 事 �

主 　 　 　 　 事 �

主 任 主 事�

係 長 ・ 主 査 �

係 長 ・ 主 査 �

課長補佐・副主幹  

課長・主幹・課長補佐   

部長・事務局長・次長・課長�

（注）人件費には、退職手当は含まれていません。

区　分

１８年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

職 員 数（A）
給　　　　　　　　与　　　　　　　　費

給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（B）

1人当たり給与費
（B/A）

職員の平均給料月額・平均年齢の状況 5 平成１８年４月１日現在

区　分

三豊市

一　　般　　行　　政　　職

平均給料月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平 均 年 齢

技　　能　　労　　務　　職

議  会

総  務

税  務

民  生

衛  生

労 　 働

農林水産

商  工

土  木

小  計

教  育

小  計

病 　 院

水  道

下 水 道

そ の 他

小  計
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職員の初任給の状況６ 平成１８年４月１日現在

特別職の報酬等の状況 ８ 平成１８年４月１日現在

区　分 給料・報酬月額 期末手当

市　長
助　役
教育長

議　長
副議長
議　員

（１８年度支給割合）
円

円

円

円

円

円

月分

月分

月分

月期

月期

計

区　　　分

大 学 卒

高 校 卒
一般行政職

初任給料月額

三　　　豊　　　市 国

採用2年経過日給料月額 初任給料月額 採用2年経過日給料月額

円

円

円

円
同　じ 同　じ

職員手当の状況７ 平成１８年１１月１日現在

区　　分

同　じ 同　じ
期末・勤勉
手　当

計

期末手当18年度支給割合

三　　豊　　市 国

勤勉手当 期末手当 勤勉手当

月分

月分

月分

月分

月分

月分

区　　分

同　じ 同　じ退職手当

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）

自己都合支給率

三　　豊　　市 国

勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

区　　分

同　じ

同　じ

同　じ

扶養手当

住居手当

通勤手当

・配偶者�
・配偶者以外の扶養親族のうち２人まで
・配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
・配偶者が扶養親族でない職員の扶養親
　族のうち１人
・その他の扶養親族
・１６歳の年度初めから２２歳の年度末まで
　の間にある子

・所有住宅で世帯主

・交通機関利用者

・交通用具使用者

・借家・借間居住者

新築または購入後５年間

基礎控除額
最高支給限度額

限度額�

交通用具使用距離区間に応じ

三　　豊　　市 国

（月額）

各

各
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　財田町の道の駅「たからだの里さ

いた」でセーフティリレー・キャン

ペーンが行われました。これは観音

寺警察署が地区の名産品・特産品を

使って、「安全・安心のまちづくり」

を呼びかけるもので、今回は、「安

全・安心『かき（柿）根を越えて』ま

ちづくり」と題して、財田町の特産

品の柿とチラシを配りました。

　山本町の河川敷運動公園で、第１回三豊市長杯

争奪ソフトボール大会が開催されました。

　あいにく小雨が降る中での開催となりました

が、参加２４チームは雨雲を吹き飛ばすかのよう

な熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりで

す。

　優勝：宿入ソフトボール　準優勝：本山体協

　第１回三豊市

高等学校硬式野

球交流大会が豊

中サンスポーツ

ランド野球場で

開催され、高校

球児たちの熱い

戦いが繰り広げ

られました。

★★

★

★
★

　三野町吉津の北村集会場で、警察本部

「安全安心まちづくり教育隊」を講師に

招き、防犯教室が行われました。参加者

はいきいきふれあいサロン会員の女性約

２０人。振り込め詐欺や架空請求、悪質商

法の撃退法などを学んだほか、住宅侵入

盗の被害防止対策としてガラスの叩き割

りを体験するなどして、防犯意識を高め

ました。

　詫間町の志々島で、詫間町公民館第８分館「志々島運動会」が

開催されました。映画「機関車先生」などのロケ地となった志々

島の人口は、今では約３０人。当日は、ボランティアを含め多数

の参加者があり、島を挙げての大運動会となりました。玉入れや

パン食い競争などが行われ、会場には楽しい笑顔があふれました。

１０／２１

１０／２１

１０／２０

　高瀬町の朝日山森林公園で恒例の秋まつりが行われま

した。午前中は、霧がかかり少し肌寒い天気でしたが、

友達同士や家族連れなど大勢の人が訪れ、テント村・各

種イベントでにぎわいました。

１０／２９

写真は優勝の高瀬高校、準優勝は笠田高校でした。
１０／２８

１０／２９
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　１１月９日から１５日に実施された秋季全国火

災予防運動にあわせ、市内各地で幼年消防クラ

ブが防火キャンペーンを行いました。

　仁尾保育所幼年消防クラブでは、揃いのはっ

ぴに身を包んだ園児たちが、「絶対に火遊びはし

ません！」と誓いの言葉を述べ、保育所から支

所までの道のりを消防車を先頭に元気よく行進

しました。園児たちは、沿道で手作りのマスコ

ットを配布しながら、「火の用心」を呼びかけま

した。

　マリンウェーブで、「獅子舞フェスティバル２００６」が開催

され、近隣に古くから伝わる獅子舞１３組が、迫力の技を披

露しました。

　超満員の会場は、太鼓の音と拍手が響き渡り、終始熱気に

包まれていました。

１１／５

　高瀬町緑ヶ丘総合運動公園で、平成１８年度三豊市

長杯グラウンドゴルフ親睦大会が開催されました。

　約２００人の参加者は青空の下、のびのびとプレー

し、親睦を深めました。結果は次のとおりです。

１１／９

〔男子〕優　勝：大杉 要範

　　　　準優勝：多田 敏明

〔女子〕優　勝：篠原 キヨ子

　　　　準優勝：眞鍋 幸子

（敬称略）

　１１月に市内各地で一斉に文化祭が行われ、

大人から子どもまで、さまざまな力作・熱演

が展示・発表されました。

　１１日、１２日に高瀬町で開催された三豊市

文化協会の文化祭では、絵画や俳句、盆栽な

ど多くの作品が展示され、訪れた人が感嘆の

声をあげていました。

　財田町で、農林水産省が昨年

実施した「疎水百選」に「香川

用水」が選ばれたことを記念し

て、水土里（みどり）の路ウォ

ーキングが行われ、約１８０人

が参加しました。

　たからだの里から、香川用水

記念公園までの往復約１０km

の道のりを、実り豊かな秋の景

色を楽しみながら歩きました。

１１／１１・１２

　詫間町の福祉セ

ンター和室で、第

１１回詫間町囲碁大

会が行われまし

た。市内を中心に

３６人の参加があ

り、碁盤をはさん

での神経戦が繰り

広げられました。

　

地
区
衛
生
山
本
支
部
・
山
本
町
婦
人
会

の
皆
さ
ん
が
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回

収
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
で
集
め
た
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら

油
を
、
各
地
区
の
公
民
館
の
回
収
用
ポ
リ

タ
ン
ク
に
ま
と
め
、
回
収
量
は
、
前
回
を

大
き
く
上
回
り
、
約
1,

0
0
0
リ
ッ
ト

ル
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
ご
み

減
量
化
・
環
境
汚
染
へ
の
関
心
の
高
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
次
回
の
回
収
は
、
来
年

３
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

１１／１２

１１／１６

１１／１２ １１／４・５
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平成１９年度より住民税（市県民税）が変わります

適正飲酒を心がけ、心身を健康に！

住民税所得割の税率が１０％に統一されます

定率減税が廃止されます

平成１８年度まで 平成１９年度から

平成１８年度まで 平成１９年度から

　この税源移譲によって、平成１９年度より住民税所得割の税率が、現在の３段階（５％、１０％、１３％）から

一律の１０％に変わります。

　住民税の税率を一律１０％にすることに伴い、所得税の税率構造も見直しがされるため、所得税と住民税

を合わせた税負担は変わりません。

２００万円０ ０７００万円

　定率減税とは、税額から一定の額を控除する措置です。

　景気対策の一環として平成１１年度から実地されてきたこの定率控除が、平成１９年度から廃止されます。

　なお、所得税においても、平成18年分は税額の１０％（控除限度額：１２万５千円）が控除されていますが、

平成１９年分から廃止されます。

　地方自治体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを行うために進められてきた三位一体改革。

使い道が制限されている国の補助金を減らすかわりに、住民にとって真に必要な行政サービスを地方自

治体が自らの責任で効率的に行えるよう、国の所得税から地方の個人住民税へ、３兆円規模の税源移譲

が行われます。

　「酒は百薬の長」という言葉もあるように、昔から適度な飲酒は心身によい影響を与えることが広く知

られています。飲酒は精神のストレスを和らげ、血行を促進し食欲を増進するなど、健康を守るうえで一

定の効果を生むものと考えられます。

　しかし、その一方では、心や体の健康に大きな害をもたらす危険にも注意が必要です。

問い合わせ　税務課　☎６２―１１１４

５％
１０％ 一律１０％

１３％

▲ ▲▲
２００万円
▲▲

７００万円
▲

住民税所得割額の7.5％を控除 廃止されます

税務署からのお知らせ

　「健康によく、社会にも迷
惑をかけない正しい飲酒」を
実践するため、（社）アルコー
ル健康医学協会では、右の
「適正飲酒の１０か条」を提唱
しています。

笑いながら共に、楽しく飲もう

自分のペースでゆっくりと

食べながら飲む習慣を

自分の適量にとどめよう

週に2日は休肝日を

人に酒の無理強いをしない

くすりと一緒には飲まない

強いアルコール飲料は薄めて

遅くとも夜１２時で切り上げよう

肝臓などの定期検査を

お酒との付き合い方

税に関する情報は国税庁ホームページへ　　http://www.nta.go.jp/

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～

▲

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

※年末年始はお酒を飲む機会が多くなります。飲酒運転は重大な犯罪です。「お酒を飲んだら運転しない」「お酒を

　飲んだ人には運転させない」「運転する人にはお酒を出さない。飲ませない」を徹底しましょう。

（課税所得） （課税所得）
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「三豊市地域新エネルギービジョン」を策定中です！！

三豊市地域新エネルギービジョン

策定委員会委員

新エネルギーのいろいろ

ＦＲＰ船リサイクルシステム稼動開始

委 員 長　古川 尚幸（香川大学経済学部助教授）

副委員長　小野 詔子（三豊市教育委員）

委　　員　

　香川 　努（三豊市議会議長）

　三好 　豊（タック化成㈱豊中工場環境安全推進事務局課長）

　嶋村 　徹（四国明治乳業㈱常務生産本部長）

　片岡 光晴（社会福祉法人鵜足津福祉会高瀬荘副施設長）

　亀井 恒男（高瀬町商工会会長）

　林　 義昭（特定非営利活動法人グランドワークみの代表者）

　大西 元子（三豊市消費者友の会会長）

　小野 純香（市民代表）

　今川 順平（四国電力㈱観音寺営業所配電センター所長）

　秋澤 邦彦（㈱ＪＡ香川県エネルギーサービスガス事業部部長）

―敬 称 略―

　三豊市ではビジョン策定にあたり、「三豊市地域新エネルギービジョン策定委員会」を設置しました。

策定委員会は、古川尚幸助教授（香川大学経済学部）を委員長とし、市民の代表者、地場産業関係者、

エネルギー供給関係者など、委員１２人で構成されています。

　１０月３１日に開催された第１回策定委員会では、地域新エネルギー策定の意義について、また、三豊

市の地域特性を生かした環境にやさしい新たなエネルギーの導入に向けての調査計画、市民アンケート

等について検討しました。今後も調査結果、アンケート結果等を基にさまざまな角度から話し合いを行い、

三豊市ならではの自然環境や地域の資源を生かした計画づくりを進めていきます。

平成１９年１月５日までＦＲＰ廃船処理の申込受付をします。
（変更される場合があります）

ＦＲＰ製のボートや漁船の処理でお困りの方は、ぜひご相談ください。

② バイオマスエネルギー

① 太陽光発電

太陽の恵みを受けた植物を、さまざま

な燃料に変えて利用する『バイオマス

エネルギー』

③ 風力発電
風の力を利用して電気を起こす『風力

発電』

④ クリーンエネルギー自動車
大気を汚さず、地球環境にやさしい『ク

リーンエネルギー自動車』

問い合わせ　環境衛生課　☎６２―１１２０

http://www.marine-jbia.or.jp/recycle/

▲高瀬中学校に整備された太陽光発電システム

▲第１回策定委員会

太陽の光エネルギーを、直接電気に変

える『太陽光発電』

▲
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お勤め先を退職された方は、国民年金の手続きをお忘れなく！

　日本国内に住所を有する２０歳以上６０歳未満の方は、厚生年金保険や共済組合などに加入している方を

除き、国民年金に加入しなければなりません。（厚生年金保険や共済組合などに加入している方は、自動的

に国民年金の第２号被保険者として加入している取り扱いとなっています）

　会社に勤めている方の大多数は厚生年金保険の適用をうけていますが、会社を退職すると、国民年金第１

号被保険者となります。また、扶養している配偶者がいる場合には、配偶者の方も国民年金の加入種別が第

３号被保険者から第１号被保険者に変わります。

　国民年金第１号被保険者になった場合は、届け出が必要ですので、年金手帳、印鑑、退職した日がわかる

証明書をお持ちのうえ、市民課または支所住民課で手続きを行ってください。

　 国民年金保険料の納付が困難な場合の保険料免除制度は、本来は前年の所得をもとに審査しますが、前

年度または当年度に会社を離職し、失業していることが雇用保険受給資格者証等により確認できる場合は、

特例的に本人の所得の有無に関わらず、保険料免除（全額、４分の３、半額、４分の１）が認められます。

（ただし、配偶者や世帯主に所得があるときは保険料免除が認められない場合もあります）

　保険料免除を希望される方は、雇用保険受給資格者証等の写しを持参のうえ、市民課または支所住民課で

手続きを行ってください。

　国民年金や厚生年金の年金相談、保険料の納付相談等も行いますので、案内ハガキ、年金手帳、

納付書、年金証書等をご持参ください。

　三豊市福祉タクシー事業の対象者（平成

１８年４月１日現在で三豊市に１年以上住所

を有している８０歳以上の人）で、まだ利用

券の交付を受けていない方は、各支所住民課

で受付をしていますので、印鑑を持参し早急

に申請してください。

　すでに利用券の交付を受けた方は、利用券

に記載している指定業者をよく確認して、適

正に利用してください。

　笑福亭学光さんによる「歯にまつわる小噺・ミニ落語」「８０２０

クイズ」などを通じて、歯について楽しく学んでみませんか！

問い合わせ　市民課国民年金係　☎ ６２－１１１８

問い合わせ　善通寺社会保険事務所　国民年金業務･保険料課　☎０８７７（６２）１６６０

　問い合わせ　福祉総務課　☎６２－１１２５

保険料納付が困難な場合、退職（失業）による特例免除があります

年金相談・国民年金保険料の納付窓口を開設します

１２月２６日(火)　午前１０時～午後５時　仁尾支所　２階会議室「まつ」

三豊市福祉タクシー事業の
　　　　　申請はお済みですか？

笑福亭学光の“お笑い にこにこレッスン”

※先着順、定員になりしだい閉め切ります。

　問い合わせ　香川県歯科医師会　 ☎ ０８７（８５１）４９６５

日　時

場　所 マリンウェーブ（詫間町）

入場料 無　料（事前申込必要）

主　催 香川県歯科医師会・香川県

申し込み方法 携帯電話・パソコンから下記のURLへアクセ

スして、参加登録してください。

http://www.kashi.or.jp/i/

国民年金のお知らせ

▲

▲

▲ ▲

１２月３日（日）　午後２時～３時３０分
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三豊
市地域

包括支援センターです　

こんにちはこんにちはこんにちはこんにちは

三豊
市地域

包括支援センターです　三豊
市地域

包括支援センターです　三豊
市地域

包括支援センターです　３

総　合　相　談 権　利　擁　護

生活の中で困っていることや

心配なことはありませんか？

最近足腰が弱ってきた。運動をしたいと思

うがどうしたらいいか？

お金の管理や契約に関する不安がある時や、

頼れる家族がいない場合など…

訪問販売の人に勧められるまま不要な物を

買ってしまったが、どうにかしたい。

来月は、予防支援について詳しくお知らせします。

☎ ６２－１１２４・FAX６２－１１７１

高齢になりお金の管理や契約

などに不安はありませんか？
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　成年後見制度や地域福祉権利擁護事業が利用

できます。

　地域包括支援センターでは、これらの制度の

説明や利用支援を行います。

　あきらめないで、すぐに下記までご相談くだ

さい。

病気をしてから閉じこもりがちに…きっか

けがあれば外出したいのだが、どんな所が

あるか分からない。

認知症の父親の徘徊がひどく困っている。

なにかよいサービスを紹介してほしい……

　介護に関する相談や悩み以外にも、健康や福祉、

医療や生活に関することなど、「どこに相談するの

か分からない」といった悩みも、ご相談ください。

　地域包括支援センターでは、相談内容に応じて

適切なサービスや、制度の利用につなげます。

問い合わせ・相談　三豊市地域包括支援センター（本庁舎４階　介護保険課内）

▲

永
康
病
院

高
齢
者
ド
ッ
ク

食
べ
て
治
し
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

　

今
月
の
テ
ー
マ
「
寒
さ
対
策
」

①
健
康
学
習
　

　
　
　
　
１２
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
３
時

　
　
　
　
冬
に
気
を
つ
け
る
病
気

②
調
理
実
習

　
　
　
　
１２
月
２２
日
（
金
）
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

　
　
　
　
温
か
い
メ
ニ
ュ
ー
で
か
ぜ
退
治

腎
臓
病
教
室

　
　
　
　
１２
月
２１
日
（
木
）
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　
　

　
　
　
　
●
　

腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て

　
　
　
　
●
　

腎
臓
病
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ
い
て

　
　
　
　
●
　

社
会
福
祉
制
度
に
つ
い
て

※
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
総
合
病
院

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
５２
・
３
３
６
６
（
内
線
１
６
１
０
）

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
５
月
か
ら
（
予
定
）

　
　
　
　
　
三
豊
市
人
間
ド
ッ
ク
と
同
じ

　
　
　
　
（
女
性
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
胃
の
検
査
は
カ
メ
ラ
・
透
視
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
検
査
は
午
前
中
で
終
了
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
男
性
５
、０
０
０
円
　
女
性
４
、７
０
０
円

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
希
望
者
の
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
１
月
か
ら
）

　
永
康
病
院
　
☎
８３
・
３
０
０
１

日
　
時

テ
ー
マ

日
　
時

テ
ー
マ

日
　
時

テ
ー
マ

受
付
開
始

対

象

者

検
査
開
始

検
査
項
目

検
査
費
用

三
豊
総
合
病
院

健
康
教
室

　
永
康
病
院
で
は
、
平
成
１９
年
度
も
７０
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
高
齢
者
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
１９
年
度
か
ら
新
し
く
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査（
身
体
の
装
具

等
に
よ
り
検
査
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）も
可
能
で
す
。

● ●

●

●

●

例えば例えば

●

腹
部
エ
コ
ー
検
査
　
３
、５
０
０
円
　
●

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
　
６
、０
０
０
円

●

骨
密
度
検
査
　
　
　
１
、８
０
０
円
　
●

肝
炎
検
査
　
　
　
　
４
、０
０
０
円

昭
和
１３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

相談先　西讃県民センター　☎ ２５－５１３５

▲
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市営住宅の入居者募集市営住宅の入居者募集市営住宅の入居者募集

三豊市では、次のとおり市営住宅の入居者を募集します。

申し込みができる人

必要書類

（次の条件を全て備えている方）

① 市内に住所または勤務場所を有する人

② 同居の親族か、同居しようとする親族がいる人

　（婚姻の届け出はしていなくても、事実上婚姻関係と同じ事情にある人や婚約者を含む）

③ 現に住宅に困窮していることが明らかな人

④ 市町村税等を滞納していない人

⑤ 世帯の月額所得が基準の範囲内であること

◎ 申請書（住宅課・各支所事業課にあります）

◎ 住民票（本人および同居しようとする親族全員、続柄が記載されたもの）

◎ 所得証明書（１５歳以上で学生を除く全員）

◎ 納税証明書または非課税証明書（１５歳以上で学生を除く全員）

◎ 申立書　等

入居の決定 入居者選考委員会により決定されます。

入居予定時期 平成１９年１月上旬

申し込み期間・申し込み先

配偶者からの暴力で悩んでいませんか！製造事業所の皆様へ

ひとりで悩まず、ご相談ください。
　　　　　　　　 あなたといっしょに考えます。

統計調査にご協力ください！

１２月１日（金）～１２月１５日（金）の午前８時３０分から午後５時までに、必要書類を持って住宅課または

各支所事業課までお申し込みください。（土、日曜は除く）

なお、申し込み期間以外の受付はいたしませんので、ご注意ください。

問い合わせ　住宅課　☎６２－１１３１

▲

（注）一定の条件を満たす場合、単身入居も可能です。詳しくは住宅課までお問い合わせください。

住　宅　名 構　　　造 戸数 使　　用　　料

公　
　

営　　

住　　

宅

　暴力には、身体的暴力に限らず、精神的、性的暴力も含

まれます。親密な関係にあっても暴力は決して許されませ

ん！配偶者からの暴力は犯罪となる行為等をも含む重大な

人権侵害です。

　経済産業省では、工業統計調査を平成１８年１２月３１日

現在で行います。

　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、そ

の活動実態を明らかにすることを目的として実施します。

　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎

資料として利用されるとともに、企業、大学などでの研究

資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されています。

　皆様からご提出していただく調査票については、統計法

に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記

入をお願いいたします。

相
　
談
　
先

①香川県子ども女性相談センター（配偶者暴力相談支援センター）
　・電話相談（専用）☎０８７（８３５）３２１１　
　　月～土曜日（祝日は除く）　午前９時～午後９時
　・Eメール相談　http://www.hw.kagawa-swc.or.jp/josei/
　・来所相談（要予約）
　　月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
②児童福祉課　☎６２－１１２６
③最寄りの警察

神原団地（高瀬町下勝間）

勝間団地（高瀬町下勝間）

西野団地（詫間町詫間）

高谷団地（詫間町詫間）

宮西団地（仁尾町仁尾乙）

莚打団地（豊中町岡本）

入居される方の所

得に応じて決定し

ます

経済産業省 ・ 香川県 ・ 三豊市

●

●

●
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農業委員会委員選挙人名簿
　　　　　　　　登載申請書の提出について

１２ 第５８回 人権週間

　毎年、１月１日を基準日として、「農業委員会委員

選挙人名簿登載申請書」を提出していただき、選挙

人名簿を調製しています。

　「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」は、昨

年、名簿登載された方などを対象に自治会長および

農業推進委員に配布・回収をお願いしています。

　耕作の業務を営んでいても、選挙人名簿に登載さ

れていなければ投票することができませんので、申

請忘れのないようにお願いします。

　また、申請書が届かない方は、選挙管理委員会事

務局または農業委員会事務局までご連絡ください。

選挙人名簿登録資格要件

① 平成１９年１月１日に三豊市内に住所を有し、平

　 成１９年３月３１日現在で年齢が満２０歳以上の方

② 次のいずれかに該当する方

　● １０アール以上の農地につき耕作の業務を営む方

　● ①の方の同居の親族またはその配偶者で年間

　　 おおむね６０日以上耕作に従事する方

提出期限 平成１９年１月１０日（水）

提出先 農業委員会事務局または各支所事業課

問い合わせ　　選挙管理委員会事務局　☎６２－１１１１

　　　　　　　農業委員会事務局　　　☎６２－１１３７

▲

男女共同参画男女共同参画

　寿命が延び、退職後を夫婦で過ごす時間が長くな

っています。定年後をより良いものとするために、

夫も家事に参加し、夫婦円満に過ごすことが重要で

す。男女共同参画は、男性が仕事ばかりでなく家庭

での活動に積極的に参加することにより、家庭の充

実・活性化を進めようとしています。

　現役時代から家事に取り組めば、退職後の家事の

分担や対等な夫婦のコミュニケーションになじむこ

とが容易になります。

　男女共同参画は、家庭での「男性の居場所づく

り」を進めることにもつながりそうです。

　人権週間は昭和２３年１２月１０日、国連総会におい

て、世界人権宣言が採択された日を記念してできた

ものです。「人権」というのは、人間らしい幸せな生

活を営むのに必要な権利です。お互いの人権が尊重

される明るい世の中にしたいものです。

　皆さんの中で、差別問題、家庭内の問題（夫婦、

親子、結婚、離婚、扶養、相続等）、借地・借家問

題、外国人の問題、隣近所とのもめごとなどで、お

困りの方は、人権相談所（高松法務局観音寺支局）

または地元の人権擁護委員にお気軽にご相談くださ

い。相談内容等の秘密は固く守られます。

月４日～ です１０日は

育てよう　一人ひとりの　人権意識

■ いじめや虐待など子どもに関する相談・情報

高松法務局人権擁護部の相談

■ 夫や恋人からの暴力、職場におけるセクシャル・
　 ハラスメントやストーカー行為などの女性に関
　 する相談・情報

子どもの人権１１０番

☎０８７（８２１）６１９６

☎０８７（８２１）６１８１

家事は「夫婦共同ですべき」という意識は増加傾向

※ 内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成１６年度）より作成

夫がするものだが、妻
も手伝うべきだ

夫婦共同ですべきだ

妻がするものだが、夫
も手伝うべきだ

妻がすべきだ

（無回答あり）

女性の人権ホットライン

～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～
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一般用

少年相談

ＦＡＸ

子
ど
も
と
い
ろ
い
ろ
な

　
　

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
部
分
の
小
学
生
は
ま
っ
す

ぐ
一
列
で
帰
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
友
達
と
話
を
し
な
が
ら
帰

っ
て
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
道

路
の
ほ
う
へ
は
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出
し
て
い
る

場
合
や
、
友
達
と
追
い
か
け
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い
を
し
な
が
ら
帰
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て
い
て
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急
に
道
路
に
飛
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出
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中

学
生
の
ノ
ー
ヘ
ル
や
、
高
校
生

の
二
人
乗
り
な
ど
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
注
意
す
る
と
す
ぐ
に

や
め
て
く
れ
ま
す
が
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
し
て
い
て
、
と
て
も
危

な
く
感
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
事

故
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
ご
家
庭
で
、
登
下
校
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
大
部
分
の
子
ど
も
た
ち
は
毎

日
楽
し
く
学
校
へ
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
時
折
、「
学
校
へ

行
き
た
く
な
い
。
」
と
言
っ
て
い

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
時
、
子
ど
も
と
き
ち
ん
と
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

が
今
何
を
思
っ
て
い
る
の
か
聞
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
学
校
の
こ
と
・
友
達
の
こ
と
、

登
下
校
の
様
子
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
子
ど
も
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳

を
傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
交

通
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て

も
い
け
ま
せ
ん
し
、
子
ど
も
た
ち

が
考
え
て
い
る
こ
と
や
悩
み
が
わ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、

命
の
大
切
さ
を
十
分
に
話
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
悩
み
、
相
談
を
受
け

つ
け
て
お
り
、
相
談
担
当
の
職
員

が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
所
相
談

　
三
豊
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　
ー
内
）

電
話
相
談
　
☎
７２
・
５
０
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
　
☎
７２
・
５
４
９
７

メ
ー
ル
相
談

※
時
間
外
で
も
留
守
番
電
話
に
連

絡
先
・
連
絡
方
法
を
知
ら
せ
て
く

れ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
後
日
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（こんにちは）

※アスンシオン日本人学校のホームページ　http://www.geocities.jp/coljap２/もご覧ください。

パラグア
イからHola!

オ　ラ

m
ito
y
o
-ik
u
s
e
i@
n
iji.n
e
t

（伴奏している楽器は、パラグアイの弦楽器「アルパ」です）

▲学習発表会の練習風景
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　日本は今、クリスマスや

お正月に向けてにぎやかで

しょうね。また、寒さも一

段と厳しくなって師走を感

じている時期だと思います。

　ところがパラグアイは、

１０月号でもお知らせした

ように南半球にあるので、北半球にある日本とは季節

が逆です。そうです「夏」なのです。

　私も夏のクリスマスやお正月を初めて経験しますが、

不思議な感じでしょうね。気温が３５度以上もあるク

リスマス？年末に除夜の鐘を聞きながら「今年も１年

間ありがとうございました」、年が明けた元日には「今

年もよろしくお願いします」と言う雰囲気ではなく、

もしかしたら４０度近い気温の中で汗だくでお正月を

迎えるかもしれません。もちろん、日本のようにこた

つに入って家族で団らんできるような状況ではないで

しょうね。

　最近のアスンシオン日本人学校はというと、中庭の

ブーゲンビリアやハイビスカスの花が満開で、時々、

ハチドリが花の蜜を吸いに飛んできます。

　真っ青な空の下、緑のじゅうたんの運動場で元気に

子どもたちがサッカーをしています。教室ではクーラ

ーをかけ真剣に学習に取り組んでいます。

　１１月１９日には第２５回学習発表会が行われ、今年

は「踊ろう歌おう楽しもうみんなが主役！」をスロー

ガンに、日ごろの学習で身につけた成果を舞台で発表

しました。

　１１月２２日にプール清掃をして、いよいよ夏本番！

水泳シーズンです。週２回（火・金曜日の５・６時間目）

全校生が水泳の練習をします。気温は常に３５度以上

で最高気温は４０度を超えます。今年は、地下１００ｍ

の井戸を掘ったので、その水を使用するとプールの水

温を下げるのにとても役立っています。どの子も、４種目（ク

ロール、平泳ぎ、背泳、バタフライ）の泳法ができ、とても上

手に泳げます。

　覚えていますか？マンゴーの争奪戦の話！本校のス

クールバスの運転手さんが熟する前に見繕って採って

くれました。まずは職員と生徒のグループの勝ちです。

野鳥には勝てませんが…。学校には、ブラジルマンゴ

ーとパラグアイマンゴーの２種類の木がありますが、

ブラジルマンゴーを冷蔵庫で冷やして、放課後に食べ

ています。甘みがあってとてもおいしいです。

　それでは、夏のパラグアイから冬の日本の皆さんへ「よ

い年をお迎えください。」

アスンシオン日本人学校校長　新井　富夫



朝日山森林公園新春祭

仁尾竜翔太鼓初打ち たからだの里「塔重山公園」

紫雲出山のてっぺんで初日の出

１月１日（祝）　午前０時

１月１日（祝）～１月３日（水） １月１日（祝）午前７時～９時

朝日山森林公園（高瀬町）

履脱八幡神社（仁尾町）

紫雲出山山頂（詫間町）

●子ども太鼓初打ち（１日）
● お神酒や初がゆ等の接待（１日）
● 福袋くじ（１日）
● 琴の演奏（２日）
● 五重塔や大師堂の一般公開（１日～３日）
● 焼き芋・青果物の販売（1日～３日）

甘酒の接待

仁尾竜翔太鼓初打ち

問い合わせ　高瀬支所事業課　☎７３－３００６▼

問い合わせ　詫間町観光協会　☎８３－６３３１▼

問い合わせ　仁尾支所事業課　☎８２－５１０２▼ 問い合わせ　財田支所事業課　☎６７－０１０４▼

日 時

日 時

場 所

場 所

内 容

たからだの里「塔重山公園」（財田町）

南に阿讃の山並みを望み、三豊市を一望でき

る展望台は最高の初日の出スポットです。

場 所

日 時

場 所

内 容

内 容
予 定

輝く初日の出スポットとイベント輝く初日の出スポットとイベント

広報2006年12月23

　財田町学校給食センターは、財田上小学校・財田中
小学校・和光中学校、合わせて約４００人の給食を提供
しています。
　財田町は財田川の流れがもたらす恵みと多くの山々
に囲まれた自然豊かな地域で、季節ごとにたくさんの
農作物が収穫されます。財田町学校給食センターで
は、平成１５年度から財田町内で収穫されたお米「たか
らだ米」を導入しています。たからだ米は、減農薬と

有機質肥料で栽培された香川県のブランド米になって
いるおいしいお米です。平成１７年度からは、お米だけ
でなく、地元でとれた新鮮で安心な野菜や果物も積極
的に使っています。
　今、学校給食では地元でとれた食材を地元で消費す
る「地産地消」の取り組みが行われています。それ
は、子どもたちに自分たちが住んでいる地域に興味・
関心を持たせ、生産者の方々や自然の恵み、命あった
食べ物への感謝の気持ちをもたせることを目的として
います。
　これからも地元の農作物に目を向けながら、生産者
の顔が見える安心・安全な食材を使い、おいしい給食
を提供していきたいと思っています。

財田町学校給食センター

▲お米の収穫体験の様子

たからだおこわ

たからだ米と山菜を使った子どもたちにも
人気のある炊き込みおこわです。

米

もち米

鶏肉

ごぼう

わらび水煮

ふき水煮

たけのこ水煮

栗水煮

油揚げ

干ししいたけ

グリンピース

濃口しょうゆ

みりん

塩

酒

水

サラダ油

①米は洗ってざるに打ち上げておく。

②鶏肉、ごぼう、わらび、ふき、たけのこ、栗、油

　揚げ、干ししいたけは適当な大きさに切る。

③鍋に油をしき、鶏肉とごぼうを炒め、さらに

　山菜類をいれ、分量の調味料で煮る。

④煮汁をきって、煮汁と水で水加減を合わせ、

　少し冷ました具といっしょに炊く。

⑤蒸らして、できあがり。

材料（1人分）作り方

メニュー紹介

シリーズ
なんなん？食育No.６

…

…

…

…

…

…

…

…

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

g

…

…

…

…

…

…

…

…　

…
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年末年始業務のお知らせ
市役所、市の関連施設は、年末年始の期間、下記のとおりお休みさせていただきます。ご協力をお願いします。�  

※その他の施設については、早めに各施設にお問い合わせください。

し
尿
汲
み
取
り

ご
み
収
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

病
　
　
院

そ

の

他

文
　
化
　
施
　
設

市
役
所

ス

ポ

ー

ツ

施

設

引
取
り

野
犬

水
　道

各
支
所

図
書
館

図
書
室

施設・業務・問い合わせ先等 休　業　日　等

急患は受け付けますのでお問い合わせください。
1月2日（火）は休日当番医（内科・外科）です。



会員募集
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ノ
ー

テ
レ
ビ

デ
ー

三豊市シルバー人材センター
社団法人

仁尾町図書館「冬休み上映会」

消防だより「　　　　　」をお送りします

　三豊市教育委員会では、子どもたちの

基本的生活習慣の育成や健全育成のた

め、各保育所・幼稚園・小学校・中学校にお

いて、ノー テレビ デー（テレビ視聴や

テレビゲームをしない日）を推進するこ

とにしました。

　ノー テレビ デーは、毎月２３日（ふみ

の日）に実施します。家族で会話をした

り、読書（２３が６０読書運動）をしたりす

る時間にお使いください。

　市全体として推進していきたいと考え

ていますので、ご家庭でのご協力をよろ

しくお願いいたします。

　三豊市シルバー人材センターは香川県知

事の許可を受けた公益法人で、事業所や家

庭、公共団体などから高年齢者にふさわし

い仕事を引き受け、会員の皆さんに紹介しています。

　あなたの知識や経験、特技を生かして、働いてみませ

んか。

　寒さの厳しい時季を迎え、電気ストーブ等の電気器具

を使用する機会が多くなります。使用後は必ずプラグを

抜くなど、日ごろ使い慣れた電気器具も、安全な取り扱

いを心がけましょう

　三豊市を離れて暮らす家族や友人に懐かしいふるさと
の便りを届けませんか？三豊市では毎月ご希望の方に
「広報みとよ」をお送りしています。また、市内の事業
所などにもご希望があれば郵送します。
　送付を希望する方は、情報政策課まで郵送料（切手）を
添えてお申し込みください。

仕事の対価 「配分金」として毎月１回、前月分を指定
の口座に振り込みます。

任保険で対応します。

康で働く意欲のある方

就業中ケガをした場合 シルバー団体傷害保険・賠償責

申し込み・問い合わせ

三豊市シルバー人材センター各連絡所

募集期間 随　時

日　時 １２月９日（土）午前９時～午後２時

場　所 たかせ人権福祉センター・高瀬町前田児童館周辺

問い合わせ
問い合わせ 仁尾町図書館　☎５６－９５６５

三観広域北消防署　☎７２－２１１９

電気器具は安全に取り扱いましょう

　消防法が改正され、今年６月１日から個人の住宅にお

いても住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

平成１８年６月１日以降に工事に着手した新築の住宅はも

ちろん、いま建っている住宅も平成２３年６月１日までに

設置しなければなりません。

※消防署や市が警報機・消火器等の販売を行うことはあ

　りません。悪質な訪問販売にご注意ください。

住宅にも「火災警報器」の設置が必要です

送付期間 送　料

内 容 地域の皆さんや子どもたちの作品展示、バザー
などのほかにも楽しい催し物がたくさんあります。

日　時 １２月２６日（火）午後１時３０分～４時１０分

場　所 仁尾町文化会館多目的ホール（８０人収容）

参加料 無料

※申し込み不要

対 象 小学生～一般の方

日本語吹替版（１５７分）

内 容 「ハリーポッターと炎のゴブレット」

対　　象 三豊市に居住する、おおむね６０歳以上の健

会　　費 １,０００円（年度ごと）

「２３が６０読書運動」…４月２３日の「子ども読書の日」にち

なんで、毎月２３日を含む１週間に、合計６０分以上を目標に、

家族みんなで読書活動に取り組む運動です。

にさん ろくまる

問い合わせ　教育委員会・学校教育課　☎７３－３０１１

▲
▲

▲

毎
月
２３
日
は

平成１９年１月号～１２月号 １４０円切手１２枚または１４０
円分の切手を１２カ月分

申し込み方法

申し込み・問い合わせ

申込者の氏名、郵便番号、住所、電話番号と送付先の
氏名、郵便番号、住所をご記入のうえ、１２月２２日（金）
までに切手を添えて下記へ郵送してください。

〒７６９－１５９３ 三豊市豊中町本山甲２０１－１
三豊市役所情報政策課　☎６２－１１１７

広 報 みと よ

・・

たかせ人権福祉センター
高 瀬 町 前 田 児 童 館

文化祭

25
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M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

お 知
ら
せ

募
集
募
集

自
衛
官
募
集

高
齢
者
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
相
談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

放
送
大
学
学
生
募
集

学
ぶ
理
由
は
十
人
十
色

「
学
人
」
を
応
援

区　分 応募資格 試　験　日受　　付

自衛隊
生徒

中学卒業（見
込含）１７歳
未満の男子

平成１８年１１月１日

平成１９年１月９日

１次

平成１９年１月１３日

２次

１月２６日～２９日

随時受け付け
受付時にお知ら
せします

１８歳以上２７
歳未満の男子

２等
陸海空士

◆
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
観
音
寺
募
集
事
務
所
　
　

　
☎
２５
・
６
１
２
２

　
放
送
大
学
は
人
文
・
社
会
・
産

業
等
の
約
３
０
０
科
目
か
ら
受
講

科
目
を
選
択
し
、
C
S
放
送
、
ラ

ジ
オ
放
送
ま
た
は
ビ
デ
オ
と
カ
セ

ッ
ト
で
学
習
す
る
大
学
で
す
。

◆
日　

時

　
平
成
１９
年
４
月
〜
９
月

◆
場　

所

　
詫
間
町
図
書
館
２
階

　
　
行
政
資
料
室

◆
対　

象

　
１５
歳
以
上
の
人

◆
受
講
料
　

　
１
３,
０
０
０
円

（
２０
名
以
上
履
修
に
よ
る
割
引
適

　
用
時
）

◆
申
し
込
み
期
間

　
１２
月
２０
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
〜
１
月
２２
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
詫
間
教
育
事
務
所

　
☎
８３
・
８
８
０
９

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
高
齢
者

が
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
へ
の
リ
フ

ォ
ー
ム
計
画
の
要
点
や
、
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
た
め
の
留
意
点
を
解
説

し
、
暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま

た
、
当
日
、
希
望
者
に
は
建
築
士

が
住
宅
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日　

時

　
１２
月
１３
日（
水
）

　
午
後
1
時
３０
分
〜
４
時

　
（
セ
ミ
ナ
ー
は
午
後
３
時
ま
で
）

◆
場　

所

　
観
音
寺
市
民
会
館

　
　
第
３
会
議
室

◆
講　

師

・
一
級
建
築
士

島
田
美
和
子
さ
ん

・
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
員

◆
対　

象

　
高
齢
者
住
宅
に
関
心
の
あ
る
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も

◆
人　

数

　
５０
人
（
先
着
順
）

　
住
宅
相
談
は
６
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
料

　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法

　
参
加
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
住
宅
相
談

　
希
望
の
方
は
、
そ
の
旨
も
お
伝

　
え
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
土
木
部
住
宅
課

　
　
住
環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
７
（
８
３
２
）
３
５
８
４

〜

マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

三豊市誕生１周年記念 ワンコイン・ロビーコンサート
ニューイヤーコンサート

平成１９年１月８日（祝）午後２時　開演

１２月２１日（木）午後７時　開演

瀬戸フィルハーモニー交響楽団

山田　和樹

桂　こけ枝

オーバー・ザ・レインボー
ふるさと　早春賦　他

指揮者体

験コーナ

ーがあり

ます！

キャサリン・キャッシュ

～七つの彩　七つの風～

（全席指定席・消費税込み）

演　奏

料　金

指揮者

一般 ５００円 ／ 学生 １００円

尾崎　智子（フルート）・　東　美砂子（フルート）

浜川　　潮（ピアノ）　・　図子　靖代（語り）

料　金

出演者

クリスマスコンサート

１２月２３日（祝）午後１時３０分　開演

陸上自衛隊　第１４音楽隊

詫間小学校

みとよジュニア合唱団

詫間中学校吹奏楽部

詫間電波工業高等専門学校吹奏楽部

参加団体

第３０回全日本アンサンブルコンテスト
香川県大会　西讃地区大会　中学校の部

１２月２４日（日）午前９時３０分～午後４時

司　会

プログラム

２,５００円一　　　般

高校生以下 ５００円

ソリスト（ヴァイオリン）

チケット
好評発売中！！
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催
し
物

催
し
物

情
報
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

高
瀬
中
学
校
備
品
を

　
　
　
　
　
お
譲
り
し
ま
す

☆
星
を
見
る
会
☆

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

①
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

　
機
能
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご

　
説
明
し
ま
す
！

②
専
用
ソ
フ
ト
が
な
く
て
も
O
K
!

　
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
さ
く
さ
く
っ

　
と
年
賀
状
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
今
、
注
目
の
ブ
ロ
グ
が
簡
単
に

　
作
成
で
き
ま
す
。（
メ
ー
ル
ア
ド

　
レ
ス
が
必
要
で
す
）

④
衛
星
か
ら
見
た
地
球
の
様
子
を

　
細
部
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

　
ソ
フ
ト
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
世

　
界
旅
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
５６
・
２
６
４
５

　
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
冬
の
夜

空
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は

『
ふ
た
ご
座
流
星
群
と
冬
の
星
団

雲
』
を
見
ま
す
。

◆
日　

時

　
１２
月
１７
日
（
日
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

◆
場　

所

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
多
目
的
広
場

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

※
夜
の
行
事
で
す
の
で
、
お
子
さ

　
ん
は
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場
に
て
受
付

※
雨
天
、
曇
天
の
時
は
中
止
い
た

　
し
ま
す
。
不
明
な
場
合
は
左
記

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

　　
高
瀬
中
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

の
完
成
に
よ
り
、
旧
校
舎
で
使
用

し
て
い
た
机
・
い
す
・
本
棚
等
の

物
品
を
、
希
望
者
に
無
償
譲
渡
し

ま
す
。

◆
日　

時

　
平
成
１９
年
１
月
１３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
１４
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
場　

所

　
高
瀬
中
学
校
（
旧
校
舎
）

◆
申
し
込
み
・
受
付

　
当
日
、
旧
校
舎
玄
関
に
て

◆
譲
渡
条
件

　
現
地
渡
し
、
当
日
引
き
取
り
で

　
き
る
こ
と

　
数
量
制
限
な
し

　
返
却
不
可

　
市
内
在
住
の
人

◆
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
☎
７３
・
3
0
1
0

コース名

はじめようワード・
エクセル

まだまだ間に合う
年賀状

ブログを作ろう！

グーグル・アース
でバーチャル旅行

①

②

③

④

日程 時間 受講料場所
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
パ
ル
み
の

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房
ま
た
は

・・・・

税務課からのお知らせ
固 定 資 産 税（第３期分）

国民健康保険税（第６期分）

介護保険料普通徴収（第６期分）

１２月は、

の納付月です。

口座振替日および納期限

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 1 5 2

7 0 , 8 1 6 人

人男

女

3 3 , 6 2 4

3 7 , 1 9 2

三豊市の人口 平成１８年１１月１日現在

１２月２５日（月）

問い合わせ 税務課　☎６２－１１１４

納期限内に納めましょう！

三豊市社会福祉協議会へ

三豊市へ

谷　口　勝　久

三　　　幸　則

中　西　スヱ子

原　　　将　嘉

大　西　　　孝

三　谷　恵　造

門　脇　礼　一

池　田　秀　雄

天　満　優　子

香川近代美術館

歌謡会 華クラブ 山本同好会

四国電力㈱観音寺営業所　街路灯２０灯

詫間町

三野町

仁尾町

三野町

財田町

高瀬町

山本町

豊中町

高瀬町

三野町

山本町

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいた

だきました。厚くお礼申し上げます。
（敬称略・受付順）

（１０月受付分）



精神デイケア…障害福祉課　☎６２－１１２７

健診・健康相談…保　健　課　☎６２－１１２２

まちの相談コーナー

この広報紙は再生紙１００％を使用しています。
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問い合わせ

月１２

広報 2006年12月

詫間福祉センター　第２会議室

三野町社会福祉センター　３階談話室

詫間福祉センター　和室

三豊市役所　第３庁舎　２階会議室

仁尾支所　２階会議室　つつじ

財田支所　相談室

山本町農村環境改善センター

仁尾支所　２階会議室

財田支所　相談室

高瀬支所　３階会議室

財田支所　相談室

仁尾支所　２階会議室

三豊市役所　第３庁舎　２階会議室

山本支所　１階住民相談室

詫間福祉センター　第２会議室

三野町社会福祉センター　３階談話室

高瀬支所　３階会議室

日4

日5

日6

日7

日8

日11

日15

日20

日25
日27

詫　間

三　野

詫　間

豊　中

仁　尾

財　田

山　本

仁　尾

財　田

高　瀬

財　田

仁　尾

豊　中

山　本

詫　間

高　瀬

三　野

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

社会保険（年金）出張相談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

行　　政 男女共同参画相談

23

月

火

水

木

金

金

月

水

月

水

12 月

28

安藤内科医院

西原クリニック

豊永歯科クリニック

医

医

歯

永康病院

おざきこどもクリニック

おおした歯科医院

医

医

歯

多田医院

業天医院

医

医

永野内科医院

香川井下病院

高田歯科クリニック

医

医

歯

嶋田内科医院

石川医院

たくま歯科医院

医

医

歯

小野医院

かもだ内科クリニック

医

医

基本健康診査結果説明会荘内

健康相談高農

健康相談仁福

生活習慣病予防教室�仁福

2歳児健診豊保

4カ月児健診�三保 3歳児健診�三保

4カ月児健診�豊保

妊婦教室豊保

対象は、平成１８年７～９月
に妊娠届けのあった初産
婦

対象は、仁尾町・詫間町
で基本健康診査を受けた
方

対象は、詫間町緑の村管
理センターで基本健康診
査を受けた方� 

１０カ月児健診�豊保

歯のだべり場�豊保

基本健康診査結果説明会詫福

健康相談豊保

基本健康診査結果説明会粟島

健康相談

健康相談

1歳６カ月児健診

健康相談

詫福

松コ

豊保

三社

対象は、松崎コミュニティセ
ンター ・ マリンウェーブで
基本健康診査を受けた方

精神デイケア

健康相談山保 1歳６カ月児健診三保

精神デイケア高公

１３：３０～１５：００

２歳児健診�三保

１３：３０～１３：５０受付

10カ月児健診�三保

天皇誕生日

豊中町福祉会館献血

三太

健康相談財国

3歳児健診豊保

休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医 歯休日当番医 休日当番歯科医

高瀬町農村環境改善センター

高瀬町公民館

高瀬町二ノ宮地区農業構造改善センター

豊中町保健センター

山本町保健センター� 

山本町ふれあいプラザ� 

三野町保健センター

三野町社会福祉センター�

三野町太陽の家

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

詫間福祉センター

松崎コミュニティセンター

荘内自然休養村センター

粟島開発総合センター

高農

高公

高二

豊保

山保

山ふ

三保

三社

三太

仁福

財国

荘内

粟島

詫福

松コ

高二 健康相談

対象は、粟島開発総合セン

ターで基本健康診査を受け

た方

精神デイケア

山ふ

香川西高等学校体育館前

献血

月曜日日曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

広
報
み
と
よ

１２
月
号

発
行
・
編
集
　
三
豊
市
役
所

政
策
部

情
報
政
策
課

三
豊
市
豊
中
町
本
山
甲
２
０
１
番
地
１
　
☎

６２
・
１
１
１
７

〒
７
６
９
ー

１
５
９
３

平
成
１８
年
１２
月
1
日
発
行

※今回の乳幼児健診の対象は、下記のとおりです。
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